
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年11月13日

【四半期会計期間】 第111期第２四半期（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

【会社名】 株式会社赤阪鐵工所

【英訳名】 Akasaka　Diesels　Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　赤阪　全七

【本店の所在の場所】 東京都千代田区有楽町一丁目７番１号

（同所は登記上の本店所在地であり、実際の業務は「最寄りの連絡場所」

で行っております。）

【電話番号】 該当事項はありません。

【事務連絡者氏名】 該当事項はありません。

【最寄りの連絡場所】 静岡県焼津市柳新屋670番地の６

【電話番号】 ０５４（６８５）６０８１

【事務連絡者氏名】 取締役総務本部長　　鈴木　明雄

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社赤阪鐵工所センタービル※

（静岡県焼津市柳新屋670番地の６）

（注）　※印は金融商品取引法の規定による縦覧に供する場所ではありませんが、投資者の縦覧の便宜のために備えて

おります。

EDINET提出書類

株式会社　赤阪鐵工所(E01475)

四半期報告書

 1/23



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第111期

第２四半期連結
累計期間

第111期
第２四半期連結
会計期間

第110期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 9,090 5,117 16,217

経常利益（百万円） 1,032 449 1,590

四半期（当期）純利益（百万円） 584 215 964

純資産額（百万円） － 7,379 7,010

総資産額（百万円） － 18,312 17,724

１株当たり純資産額（円） － 481.96 457.71

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
38.18 14.06 62.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 40.3 39.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
481 － 2,193

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△123 － △362

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△351 － △600

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ 2,295 2,289

従業員数（人） － 401 398

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 401  

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含む）であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 396  

　（注）従業員数は就業人員（常用パートを含む）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

内燃機関関連事業（千円） 4,674,283

その他の事業（千円） 180,294

合計（千円） 4,854,578

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

内燃機関関連事業 4,774,710 23,469,156

その他の事業 180,294 －

合計 4,955,005 23,469,156

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

内燃機関関連事業（千円） 4,937,099

その他の事業（千円） 180,294

合計（千円） 5,117,394

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

兼松株式会社 624,000 12.2

　　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成20年８月４日開催の取締役会において、100％子会社である株式会社タイクウを平成20年10月１日に吸

収合併する決議を行い合併契約を締結しました。

　合併の概要は次の通りであります。

　（１）合併の目的

　　　　今後の競争激化や急激な経営環境の変化に対応するため、経営資源を集約し効率化を目指すものです。

　（２）合併の方式

　　　　当社を存続会社とし、株式会社タイクウを消滅会社とする簡易合併方式であります。

　（３）合併に際して発行する株式及び割当

　　　　当社は株式会社タイクウの発行株式の全株式を所有しているため、合併に際して株式または金銭等の交付はあり

ません。

　（４）引継資産・負債の状況

　　　　資産合計　　282,206千円

　負債合計　　208,901千円

　純資産合計　 73,304千円

　（５）吸収合併存続会社となる会社の概要

　　　　資本金　　1,510,000千円

　事業内容　舶用内燃機関及び産業・土木機械の製造販売

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

（１）業績の状況　

当第２四半期連結会計期間における国内経済は米国サブプライム・ローン問題に端を発した米欧金融機関の相

次ぐ破綻、世界同時株安の下、円高の進行、エネルギー・原材料価格高の影響や輸出の増勢鈍化が続いていることな

どから停滞しております。一方、海運・造船関連業界は、前期までの高水準な受注残高を背景に新造船の生産高は堅

調に推移いたしました。

　　当社グループが関連する舶用工業製品市場においても受注は堅調であり、舶用ディーゼルエンジンを主とした全体

の売上高は51億17百万円となりました。また、原材料・購入品の価格上昇が一段と厳しさが増す中で、販売価格の改

善・収益性の高い部分品や修理工事の売上増加など営業活動での成果もあって、利益面においても、営業利益４億

24百万円、経常利益４億49百万円、四半期純利益２億15百万円を計上することとなりました。

　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　イ．内燃機関関連事業

　　舶用主機関につきましては、国内造船各社の新造船受注の順調さを受け、当社エンジン受注も堅調に推移いたし

ました。また、部分品及び修理工事並びに舶用関連機器につきましても、提案型の技術サービス、ドック船へのき

め細かい対応により期初計画を上回ることができました。

　　　この結果、売上高は49億37百万円、営業利益（全社費用消去前利益）は５億63百万円となりました。

　ロ．その他の事業

　　陸上部門につきましては、主力事業である内燃機関関連事業に注力したことから生産を調整せざるを得ない状況

となり、子会社（株）タイクウともども収益重視の受注活動に努めました。　

　　　この結果、売上高は１億80百万円、営業利益（全社費用消去前利益）は74百万円となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ６

百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には22億95百万円となりました。

　　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果得られた資金は、９億10百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益３億57百万円、減

価償却費１億47百万円や、棚卸資産の減少額４億69百万円、仕入債務の増加額３億33百万円などによる資金の増

加があった一方で、売上債権の増加額４億82百万円などによる資金の減少が主な要因であります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果使用した資金は、１億44百万円となりました。これは、貸付金等の回収による収入42百万円などに

よる資金の増加があった一方で、定期預金預入による支出52百万円、有形固定資産の取得による支出94百万円や、

投資有価証券の取得による支出33百万円などによる資金の減少が主な要因であります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動の結果使用した資金は、３億65百万円となりました。これは、短期借入金の減少額72百万円、長期借入金の

返済による支出１億30百万円や、配当金の支払額１億19百万円などによる資金の減少が主な要因であります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動　

　　当第２四半期連結会計期間の研究開発費の金額は46,089千円であります。なお、当第２四半期連結会計期間におい

て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

事業の種類別セグ
メントの名称

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定年月
完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円) 着手 完了

鋳造工場

(静岡県焼津

市柳新屋)　

内燃機関関連事業

その他の事業
建物(工場) 530 53

自己資金及び

借入金　

平成20年

　10月

平成21年

　6月
　－

　（注）金額には消費税等を含めておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,400,000 15,400,000
東京証券取引所

市場第二部
─

計 15,400,000 15,400,000 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 15,400,000 － 1,510,000 － 926,345
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ディーエヌビー　ノル　バンク　アサ

（常任代理人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行決済

事業部）

STRANDEN 21 0021 OSLO NO

RWAY

 

（東京都千代田区丸の内２-７-

１）　

2,856 18.55

アカサカ共栄会 静岡県焼津市柳新屋670-６　 1,387 9.01

赤阪　忍　 静岡県焼津市　 735 4.77

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町１-10　 643 4.17

株式会社みずほ銀行　
東京都千代田区内幸町１-１-５

　
643 4.17

赤阪　全七　 静岡県静岡市駿河区　 487 3.16

三菱重工業株式会社　 東京都港区港南２-16-５　 412 2.67

ドイチェ　バンク　アーゲー　ロンドン　ピービー　

ノントリティー　クライアンツ　613　

（常任代理人　ドイツ証券株式会社）

TAUNUSANLAGE 12.D-60325

FRANKFURT AM MAIN.

FEDERAL REPUBLIC OF

GERMANY

（東京都千代田区永田町２-11-

１）

382 2.48

ノルディア　バンク　ノーゲ　

エーエスエー

（常任代理人　スタンダードチヤータード銀行）　

MIDDELTHUNSGATE 17 0368 

OSLO NORWAY

 

（東京都千代田区永田町２-11-

１）

349 2.26

久門　喜久男 静岡県焼津市　 254 1.65

計 － 8,153 52.94

　　（注）　ユタールデン・エーエスから、平成19年３月23日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、平成

19年３月16日現在で998千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として第２四半期会計期間

末時点における実質所有株式数の確認が出来ませんので、上記大株主の状況では考慮しておりません。

なお、ユタールデン・エーエスの大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

　大量保有者　　　ユタールデン・エーエス（Uthalden AS）

　住所　　　　　　ノルウェー王国、オスロ0287、フーク・アヴェニー19

　保有株券等の数　998,000株

　株券等保有割合　6.48％　　　 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －　

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －　

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　88,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式　 15,032,000 15,032 －　

単元未満株式 普通株式　 　 280,000 －
１単元（1,000株）未満

の株式　

発行済株式総数 15,400,000 － －

総株主の議決権 － 15,032 －

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社赤阪鐵工所
　東京都千代田区

　有楽町一丁目７番１号
88,000 －　 88,000 0.57

計 － 88,000 －　 88,000 0.57

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 650 658 550 523 505 407

最低（円） 515 530 498 415 395 325

　（注）最高・最低株価は東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,924,914 2,563,786

受取手形及び売掛金 6,408,785 5,520,415

仕掛品 3,073,794 2,713,844

原材料及び貯蔵品 570,061 529,806

その他 223,571 856,983

貸倒引当金 △20,104 △34,548

流動資産合計 13,181,024 12,150,287

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,731,745 1,791,442

その他（純額） 2,093,427 2,319,212

有形固定資産合計 ※1
 3,825,172

※1
 4,110,654

無形固定資産 51,884 56,621

投資その他の資産

その他 1,292,075 1,449,539

貸倒引当金 △38,030 △42,424

投資その他の資産合計 1,254,044 1,407,115

固定資産合計 5,131,101 5,574,391

資産合計 18,312,126 17,724,679

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,242,248 3,823,572

短期借入金 1,511,345 1,542,432

未払法人税等 434,459 535,073

賞与引当金 324,900 282,601

製品保証引当金 57,626 60,630

その他 2,345,278 2,138,152

流動負債合計 8,915,857 8,382,461

固定負債

社債 291,800 374,000

長期借入金 1,085,698 1,200,047

退職給付引当金 349,554 381,917

役員退職慰労引当金 121,578 115,353

その他 168,147 260,286

固定負債合計 2,016,777 2,331,605

負債合計 10,932,635 10,714,066
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,510,000 1,510,000

資本剰余金 926,528 926,528

利益剰余金 4,758,129 4,295,905

自己株式 △30,758 △28,189

株主資本合計 7,163,900 6,704,244

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 215,590 306,367

評価・換算差額等合計 215,590 306,367

純資産合計 7,379,490 7,010,612

負債純資産合計 18,312,126 17,724,679
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 9,090,242

売上原価 7,049,511

売上総利益 2,040,730

販売費及び一般管理費 ※
 1,036,180

営業利益 1,004,550

営業外収益

受取利息 2,214

受取配当金 12,861

金属屑売却益 42,628

その他 15,196

営業外収益合計 72,901

営業外費用

支払利息 38,818

その他 6,283

営業外費用合計 45,101

経常利益 1,032,349

特別利益

投資有価証券売却益 22,580

貸倒引当金戻入額 8,797

特別利益合計 31,377

特別損失

減損損失 89,148

その他 2,649

特別損失合計 91,797

税金等調整前四半期純利益 971,929

法人税等 387,172

四半期純利益 584,757
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 5,117,394

売上原価 4,097,374

売上総利益 1,020,020

販売費及び一般管理費 ※
 595,724

営業利益 424,295

営業外収益

受取利息 1,262

受取配当金 3,407

金属屑売却益 29,123

その他 12,394

営業外収益合計 46,187

営業外費用

支払利息 18,973

その他 2,049

営業外費用合計 21,023

経常利益 449,460

特別利益

投資有価証券売却益 147

特別利益合計 147

特別損失

減損損失 89,148

その他 2,599

特別損失合計 91,747

税金等調整前四半期純利益 357,859

法人税等 142,436

四半期純利益 215,423
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 971,929

減価償却費 310,252

減損損失 89,148

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18,838

受取利息及び受取配当金 △15,076

支払利息及び手形売却損 42,742

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △22,580

固定資産除却損 2,599

売上債権の増減額（△は増加） △748,868

割引手形の増減額（△は減少） △139,502

たな卸資産の増減額（△は増加） △68,585

その他の資産の増減額（△は増加） △9,596

仕入債務の増減額（△は減少） 418,676

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,791

その他の引当金の増減額（△は減少） 13,156

その他の負債の増減額（△は減少） 207,814

小計 1,027,479

利息及び配当金の受取額 15,076

利息の支払額 △38,767

法人税等の支払額 △522,769

営業活動によるキャッシュ・フロー 481,018

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △85,000

定期預金の払戻による収入 30,000

有形固定資産の取得による支出 △106,889

無形固定資産の取得による支出 △4,800

投資有価証券の取得による支出 △33,603

投資有価証券の売却による収入 29,593

貸付けによる支出 △4,688

貸付金の回収による収入 45,754

投資その他の資産の増減額（△は増加） 5,916

投資活動によるキャッシュ・フロー △123,718

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △275,436

社債の償還による支出 △82,200

自己株式の取得による支出 △2,568

配当金の支払額 △120,967

財務活動によるキャッシュ・フロー △351,172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,128

現金及び現金同等物の期首残高 2,289,786

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,295,914
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産につ

いては、従来、原価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用され

たことに伴い、原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　　なお、これによる損益に与える影響はあり

ません。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の

低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計

期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっ

ております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表

示しております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　法人税法の改正に伴い、当第２四半期連結累計期間より機

械装置については、従来、主な耐用年数を５～11年としてい

ましたが、法定耐用年数の変更に伴い５～９年に変更しま

した。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ11,384千円

減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載し

ております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,258,364千円で

あります。

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、11,999,378千円で

あります。

　

　２　受取手形割引高は、167,966千円であります。

　

　２　受取手形割引高は、307,469千円であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　  (千円)

　給料手当 215,631　

　賞与引当金繰入額 80,621　

　役員退職引当金繰入額　 6,225　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　  (千円)

　給料手当 107,767　

　賞与引当金繰入額 47,277　

　役員退職引当金繰入額　 3,312　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成20年９月30日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 2,924,914

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金　
△629,000

現金及び現金同等物　 2,295,914
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　15,400千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　88千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 122,533 8 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
内燃機関関
連事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 4,937,100 180,294 5,117,394 ― 5,117,394

営業利益 563,689 74,432 638,121 (213,826) 424,295

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
内燃機関関
連事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 8,751,218 339,024 9,090,242 ― 9,090,242

営業利益 1,296,726 74,728 1,371,454 (366,904) 1,004,550

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

内燃機関関連事業 内燃機関・内燃機関部品及び内燃機関修理工事

その他事業 産業機械・土木機械・鋳造品

３．追加情報

　　（当第２四半期連結累計期間）　

　　　法人税法の改正に伴い、当第２四半期連結累計期間より機械装置については、従来、主な耐用年数を５～11年

としていましたが、法定耐用年数の変更に伴い５～９年に変更しました。

　これにより、営業利益が「内燃機関関連事業」で10,057千円、「その他事業」で1,327千円減少しておりま

す。 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　記載すべき事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　ヘッジ会計を適用しているため、該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 481.96円 １株当たり純資産額 457.71円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 38.18円 １株当たり四半期純利益金額 14.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（千円） 584,757 215,423

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 584,757 215,423

期中平均株式数（株） 15,314,020 15,313,325

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　当社は、平成20年８月４日開催の取締役会において承認された合併契約書に基づき、平成20年10月１日（合併期日）に

100％子会社である株式会社タイクウを吸収合併しました。

　なお、詳細につきましては、「第２　事業の状況　２　経営上の重要な契約等」に記載しております。

（リース取引関係）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　記載すべき事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月11日

株式会社赤阪鐵工所

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 榛山　榮一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 服部　信義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社赤阪鐵工所

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社赤阪鐵工所及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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